
 
 

書 

道 

師 

範 

試 

験 

規 

定 

一
、 

免
許
状
の
種
類 

書
道
師
範
免
許
状 

 
 
 
 
 
 
 
 

書
道
塾
・
書
道
会
の
教
師
・
公
式
書
写
検
定
審
査
員
候
補
・
書
道
指
導
者
資
格
を
認
定 

二
、 
書
道
師
範
免
許
状
交
付
要
項 

① 
出
願
資
格 

平
成
二
十
三
年
度
書
道
准
師
範
免
許
状
ま
た
は
准
師
範
免
許
取
得
手
続
き
完
了
証
所
有
者 

 
 
 
 
 
 

 

及
び
平
成
二
十
一
年
度
師
範
試
験
申
込
み
者 

② 

試
験
科
目 
詳
細
は
本
会
刊
・「
書
の
創
造
と
変
遷
」
９５
ペ
ー
ジ
を
参
照 

 
 
 
 
 
 

Ａ 
理
論
と
鑑
賞 

 
 
 
 
 
 

Ｂ 

指
導
法
と
書
道
用
語 

 
 
 
 
 
 

Ｃ 

実
技 
毛
筆 

楷
書 

大
字 

自
運 

用
紙
・
半
紙 

 
 
 
 
 
 

Ｄ 

実
技 

毛
筆 
楷
書 

細
字 

自
運 

用
紙
・
賞
状
用
紙 

 
 
 
 
 
 

Ｅ 

実
技 

毛
筆 
行
書 

大
字 

自
運 

用
紙
・
画
仙
紙
半
切 

 
 
 
 
 
 

Ｆ 

実
技 

毛
筆 

草
書 
書
譜
ま
た
は
十
七
帖
の
臨
書
４
～
６
字 

用
紙
・
半
紙 

 
 
 
 
 
 

Ｇ 

実
技 

毛
筆 

か
な 
和
歌
一
首
半
紙
縦
作
品
創
作 

用
紙
・
半
紙
型
料
紙 

 
 
 
 
 
 

Ｈ 

実
技 

毛
筆 

か
な 

高
野
切
第
三
種
ま
た
は
関
戸
本
古
今
集
の
原
寸
臨
書 

用
紙
・
半
紙
型
料
紙 

③ 

受
験
申
込
期
間 

平
成
二
十
四
年
四
月
十
四
日
（
土
）
～
二
十
七
日
（
金
）（
必
着
） 

④ 

受
験
申
込
み
先 

６
７
３-

０
４
３
４ 

三
木
市
別
所
町
小
林6

2
5
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県
立
三
木
東
高
校
内 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

公
式
書
写
検
定
連
合
会
本
部
事
務
局 

（
同
封
の
封
筒
を
使
用
） 

⑤ 

試
験
日
時
・
場
所 

 

１
回
目 

二
十
四
年
七
月
二
十
二
日
（
日
） 

 
 

九
時
受
付
、
十
時
開
始 

２
回
目 

二
十
四
年
十
二
月
二
十
三
日
（
日
） 

九
時
受
付
、
十
時
開
始 

３
回
目 

二
十
五
年
七
月
二
十
一
日
（
日
） 

 
 

九
時
受
付
、
十
時
開
始 

                              

 

試験場 受験割り当て（1級合府県） 会場・交通案内・連絡先 

東
日
本 

          
  

  

宮城 北海道 青森 岩手 川崎市立川崎商業高校      〒212-0023   

秋田 山形 福島                     川崎市幸区戸手本町１－１５０ 

神奈川 東京 埼玉 茨城            ＪＲ川崎駅西口よりバス・商業高前 

栃木 群馬 千葉 山梨            担当 古賀 ＴＥＬ 044-522-0125  
 

                 
 

                

中
部 

愛知 長野 新潟 富山  愛知淑徳高校         〒464-8671   

石川 福井 岐阜 静岡           名古屋市千種区桜が丘２３ 

三重 
  

             地下鉄星ヶ丘下車徒歩８分 

  
  

    担当 中村 ＴＥＬ 052-781-1151  
 

          
  

  

 
 

                

西
日
本 

兵庫 滋賀 京都 大阪 県立三木東高校         〒673-0434 
 

  

奈良 和歌山 鳥取 島根                    三木市別所町小林６２５－２ 

岡山 広島 山口 徳島                     神戸電鉄線志染駅より徒歩５分 

香川 愛媛 高知 福岡   担当 塩山 ＴＥＬ 090-1486-4945 

佐賀 長崎 熊本 大分   
  

  

宮崎 鹿児島 沖縄     
  

   
 

                

 ◎住所移転などで１級本試合格県と違う試験場で受験を希望する時は、申込み前（４月１０日 まで）に希望する試験場に 

    往復はがきで申し出ること。 

 ◎連絡は、緊急性のある場合以外、往復はがきで行うこと。（電話での問い合わせは遠慮してください。） 

 ◎試験日時場所は予定であり、２、３回目の試験では変更する場合があります。１回目の試験時に各会場で確認すること。  

 ◎各会場は乗用車の乗り入れ禁止です。交通機関を使用すること。会場全域禁煙。上履きの用意を してください。 

 ◎筆硯の後始末をトイレの手洗いでしないこと。 

 ◎遅刻をした場合、課題ＡＢは受験できない。また、そのための時間延長も出来ない。 

 ◎試験時間前半を過ぎて遅刻した場合は全課題受験できない。また試験時間前半では退出できない。 

 



 
 

⑥ 

審
査 

 
 

全
国
書
写
能
力
検
定
連
合
会
中
央
審
査
会
で
審
査
す
る
。 

 

合
格
基
準 

各
課
題
１２
点
満
の
１１
点
以
上
で
合
格
。
た
だ
し
Ａ
・
Ｂ
の
う
ち
１
題
、
Ｃ
・
Ｄ
の
う
ち 

１
題
、
Ｅ
・
Ｆ
の
う
ち
１
題
、
Ｇ
・
Ｈ
の
う
ち
１
題
は
１０
点
で
も
よ
い
。 

計
３
回
の
試
験
で
基
準
を
達
成
す
れ
ば
合
格
。 

 
 

⑦ 

費
用 

 

受
験
料
１
回
目 

７
０
０
０
円
（
前
回
申
込
み
者
も
同
額
）
振
込
用
紙
使
用
の
こ
と
。 

２
、
３
回
目 

各
３
０
０
０
円 

試
験
当
日
に
受
け
付
け
で
納
入
す
る
。 

免
許
費
用
（
免
許
登
録
費
用
）
４
０
０
０
０
円
合
格
通
知
に
同
封
す
る
振
込
み
用
紙
を
使
用
。 

⑧ 

受
験
申
込
み
手
続
き 

１
、
師
範
試
験
申
込
書
兼
免
許
申
請
書
（
漏
れ
の
な
い
よ
う
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
お
く
こ
と
） 

２
、
受
験
料
の
、
受
領
証
ま
た
は
そ
の
コ
ピ
ー
（
同
封
の
振
込
取
扱
票
で
送
金
す
る
こ
と
） 

１
、
２
の
書
類
２
点
を
同
封
の
全
書
検
宛
の
封
筒
に
入
れ
投
函
す
る
。 

 
 
 
 

・ 

申
込
み
締
め
切
り
を
四
月
二
十
七
日
（
必
着
）
と
す
る
。
こ
の
時
の
申
込
み
が
無
け
れ
ば 

２
回
目
、
３
回
目
も
受
験
で
き
な
い
。 

⑨ 

受
験
上
の
注
意
（
持
ち
物
） 

・ 

書
道
用
具
、
筆
記
具
（
貸
し
出
し
等
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
） 

・ 

受
験
票
（
受
験
票
は
五
月
中
旬
に
発
送
し
ま
す
） 

・ 

二
十
一
年
度
師
範
試
験
受
験
者
は
そ
の
成
績
通
知
書
、
２
、
３
回
目
の
受
験
に
は
１
、
２
回
目
の 

成
績
通
知
書
を
持
参
す
る
こ
と
。 

⑩ 

成
績
通
知 

免
許
状
交
付 

（
予
定
） 

 
 

 

成
績
通
知 

免
許
交
付
手
続
締
め
切
り 
免
許
状
又
は
手
続
き
完
了
証
交
付 

１
回
目 

二
十
四
年
八
月
初
旬 

二
十
四
年
八
月
末
日
（
必
着
） 

二
十
四
年
九
月
末
日 

２
回
目 

二
十
五
年
一
月
初
旬 

二
十
五
年
一
月
末
日
（
必
着
） 

二
十
五
年
二
月
末
日 

３
回
目 

二
十
五
年
八
月
初
旬 

二
十
五
年
八
月
末
日
（
必
着
） 

 

二
十
五
年
九
月
末
日 

・ 

師
範
免
許
取
得
の
資
格
学
歴
は
高
校
卒
業
と
す
る
。
高
校
卒
業
以
前
に
師
範
試
験
に
合
格
し
所
定
の 

申
請
手
続
き
を
完
了
し
た
人
に
は
師
範
免
許
状
取
得
手
続
き
完
了
証
を
交
付
す
る
。 

・ 

師
範
免
許
状
取
得
手
続
き
完
了
証
を
受
け
た
人
は
高
校
卒
業
年
の
四
月
十
日
ま
で
に
卒
業
し
た
こ
と 

・ 

を
証
明
す
る
書
類
（
卒
業
証
明
書
・
卒
業
証
書
写
し
・
短
大
、
大
学
学
生
証
写
し
等
）
を
添
え
て
師 

範
免
許
交
付
申
請
を
行
う
。
こ
の
場
合
師
範
免
許
状
の
交
付
は
五
月
初
旬
に
行
う
。 

  
 

（
注
） ・ 

各
種
問
い
合
わ
せ
は
、
往
復
は
が
き
で
行
う
こ
と
。 

・ 

師
範
試
験
は
全
て
席
上
課
題
で
あ
り
、
師
範
に
相
応
し
い
実
力
が
求
め
ら
れ
る
の
で
受
験
希
望
者
は 

本
会
の
試
験
場
責
任
者
と
相
談
を
し
て
、
公
式
書
写
検
定
の
師
範
資
格
者
か
ら
指
導
を
受
け
る
こ
と 

が
望
ま
し
い
。
そ
う
し
な
い
で
、
独
学
で
勉
強
さ
れ
て
い
る
方
は
解
答
内
容
に
進
歩
が
な
く
、
二
回 

目
、
三
回
目
と
成
績
が
上
が
ら
ず
合
格
さ
れ
な
い
場
合
が
多
い
。 

・ 

今
回
受
験
し
て
、
総
合
で
不
合
格
の
結
果
で
も
合
格
し
た
課
題
は
今
後
（
平
成
二
十
七
年
実
施
予
定
） 

の
師
範
試
験
で
は
単
位
有
効
と
し
て
今
回
の
合
否
判
定
に
加
算
さ
れ
ま
す
か
ら
、
前
回
不
合
格
で
あ
っ 

た
課
題
の
み
受
験
す
る
。 

 
 
 

 

 
 

平 

成 

二
十
四
年 

三 

月 

全
国
書
写
能
力
検
定
連
合
会 

 


